
11
月
12
日
〜
25
日
は

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
期
間

11
月
25
日
は
女
性
に
対
す
る

暴
力
撤
廃
国
際
日

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
売
買

春
な
ど
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も

の
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を

形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
と
し
て

「
第
３
次
泉
佐
野
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
（
第
３
次
人
ひ
と
プ
ラ

ン
）」
の
基
本
課
題
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
」

を
掲
げ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
か
ら
、
女
性
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
人
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
考
え
、
暴
力
の
な
い
社
会
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
は
女
性
に
対
す

る
暴
力
根
絶
運
動
の
シ
ン
ボ
ル
】

　

紫
色
の
リ
ボ
ン
を
身
に
着
け
る
こ
と

で
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
へ
の
賛
同
を
表

明
す
る
こ
と
が
で
き
、
暴
力
の
下
に
身

を
置
い
て
い
る
人
々
に
対
し
て
「
あ
な

た
は
一
人
で
は
な
い
よ
！
」
と
励
ま
す

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
な
り
ま
す
。

【
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
ツ
リ
ー
に

あ
な
た
も
リ
ボ
ン
を
！
】

　

い
ず
み
さ
の
女
性
セ
ン
タ
ー
で

は
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
運
動
と
し
て

市
関
係
施
設
な
ど
に
ツ
リ
ー
を
設
置

し
ま
す
。
賛
同
い
た
だ
け
る
人
は
ぜ

ひ
こ
の
ツ
リ
ー

に
リ
ボ
ン
を
お

付
け
く
だ
さ
い
。▶

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
期
間
事
業
と
し
て
11
月
の
第
５
週

目
の
29
日
㈬
に
「
女
性
の
た
め
の
特

設
電
話
相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
時
間
と
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
は
毎
週
水

曜
日
に
行
っ
て
い
る
女
性
の
た
め
の

電
話
相
談
と
同
じ
で
す
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス

ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性
を
め
ぐ

る
様
々
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
、
人

権
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
強

化
週
間
を
次
の
と
お
り
実
施
し
、
平

日
の
相
談
時
間
を
延
長
す
る
と
と
も

に
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・

８
１
０
（
ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト

ラ
イ
ン
）

実
施
期
間　

11
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

※
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時

相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
で
の
い
じ
め
や
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性
の
人
権
問
題

問
合
先　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

第
三
課
（
☎
06
・
６
９
４
２
・
９
４

９
２ 

Fax

 

06
・
６
９
４
３
・
７
４
０
６
）

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

【
一
人
で
悩
ま
な
い
で
！
】

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
水
曜

日
（
第
５
週
、
祝
日
除
く
）
に
女
性

の
た
め
の
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
４
６
９・７
４
０
２

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
（
通
話
料

の
み
本
人
負
担
）

問
合
先　

人
権
推
進
課

女
性
弁
護
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
特
設
法
律
相
談

　

配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら

の
暴
力 (

Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
性

暴
力
、
性
犯
罪)

被
害
に
関
す
る
相

談
や
、
離
婚
に
関
す
る
相
談
を
女
性

弁
護
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

日
時　

来
年
１
月
17
日
㈬ 

　
　
　

午
後
1
時
〜
5
時　

※
相
談
時
間
は
１
人
25
分 

（
完
全
予

約
制
）

場
所　

岬
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

１
階 

学
習
室
Ａ

対
象　

泉
佐
野
市
・
泉
南
市
・
阪
南

市
・
熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定
員　

8
人
（
先
着
順
）

協
賛　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪

‐
り
ん
く
う

申
込
・
問
合
先　

11
月
６
日
㈪
以
降

の
平
日
（
12
月
28
日
〜
来
年
１
月
３

日
除
く 

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後

０
時
45
分
〜
５
時
30
分
）
に
電
話
で

岬
町
人
権
推
進
課
（
☎
４
９
２・
２
７

７
３
）
へ

※
相
談
・
一
時
保
育
無
料
。
一
時
保

育
（
１
歳
６
ヵ
月
〜
就
学
前
）
あ
り
、

希
望
者
は
申
込
時
に

女性に対する暴力をなくす運動期間事業
児童虐待防止推進月間事業
泉佐野市人権対策本部 男女共同参画
部会共同企画講座
パープル&オレンジリボンの小物づくり
羊毛で作る

かわいいキーホルダー　
日時　11月24日㈮ 午後1時～ 3時
場所　レイクアルスタープラザ・カワ
サキ生涯学習センター
定員　15人（先着順）
講師　山崎澄子さん（Heart工房Cha-
Chaクラフト作家）
材料費　600円
申込・問合先　11月7日㈫以降に電話、
FAXでいずみさの女性センター（☎・
Fax469-7125）へ。材料費の納入・
キャンセルは11
月18日㈯まで
※受講無料
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あ
い
あ
い
講
座

　

い
ろ
い
ろ
な
人
権
の
知
識
を
増
や

す
こ
と
が
大
切
で
す
。
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
16
日
㈭

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ

ザ
・
カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
・
講
師　
「
障
害
、
バ
リ
ア
、

差
別
『
バ
リ
バ
ラ
』
の
制
作
現
場
か

ら
」
森
下
光
泰
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪

拠
点
放
送
局
コ
ン
テ
ン
ツ
セ
ン
タ
ー 

第
３
部
〔
福
祉
班
〕
シ
ニ
ア
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

共
催　

泉
佐
野
市
人
権
を
守
る
市
民

の
会

申
込
・
問
合
先　

氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
、e
メ
ー
ル（jinke

n@
city.izum

isano.lg.jp

）
ま
た

は
電
話
で
人
権
推
進
課
へ

※
手
話
通
訳
希
望
者
は
11
月
６
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は

犯
罪
被
害
者
週
間

　

大
阪
府
公
安
委
員
会
指
定 

犯
罪

被
害
者
等
早
期
援
助
団
体 

認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

大
阪
被
害
者
支
援
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
件
・

事
故
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
人
へ
の
相

談
、
付
添
い
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
相
談
電
話
…
☎
06
・
６
７
７
４
・

６
３
６
５
（
月
〜
金
曜
日
〔
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
〕
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
）

②
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
…
☎
０

５
７
０
・
７
８
３
・
５
５
４
（
年
末
年

始
除
く
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
10

時
、
①
の
相
談
電
話
が
稼
働
中
は
①

に
自
動
的
に
つ
な
が
り
ま
す
）

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…http://w

w
w
.

ovsac.jp/

問
合
先　

人
権
推
進
課

※
相
談
・
支
援
無
料
、
秘
密
厳
守

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
ゆ
る
さ
へ
ん
！

11
月
は
啓
発
推
進
月
間

「
大
阪
府
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

解
消
推
進
条
例
」

　

人
種
ま
た
は
民
族
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
、
い
わ
ゆ
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
人
と
し
て
の
尊

厳
を
傷
つ
け
、
差
別
意
識
を
生
む
こ

と
に
つ
な
が
る
許
さ
れ
な
い
行
為
で

す
。

　

大
阪
府
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

を
禁
止
し
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

許
さ
な
い
」
と
い
う
共
通
認
識
を
社

会
に
根
付
か
せ
る
こ
と
を
主
た
る
目

▲アドボカシーセンター
イメージキャラクター

　児童虐待防止推進月間事業
「子どもの性について正しい知識を学ぼう」
～大切な子どもたちを性暴力から守るためには～

　大切な子どもたちを守るため、性教育や性暴力につい
ての正しい知識を学びます。
日時　11月18日㈯ 午前10時～正午
場所　レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習セン
ター
対象　テーマに関心のある人
定員　15人（先着順）
講師　松本聖香さん（女性のからだと性に関する電話相
談員）
申込・問合先　電話、FAX
でいずみさの女性センター
（☎・Fax469-7125）へ
※受講無料。一時保育（若
干名・3ヵ月～就学前）あり、
希望者は申込時に

この広告掲載についてのお問い合わせは、
株式会社 宣成社（☎ 06-6222-6888）へ

広　

告

的
と
し
て
、
令
和
元
年
11
月
１
日
、

「
大
阪
府
人
種
又
は
民
族
を
理
由
と

す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
の

推
進
に
関
す
る
条
例
（
大
阪
府
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
推
進
条
例
）」
を

施
行
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
、
全
て
の

人
が
お
互
い
に
人
種
や
民
族
の
違
い

を
尊
重
し
あ
っ
て
共
生
す
る
社
会
を

築
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

府 

人
権
局 

人
権
擁
護
課 

人
権
・
同
和
企
画
グ
ル
ー
プ
（
☎

06
・
６
２
１
０
・
９
２
８
２ 

Fax 

06
・

６
２
１
０
・
９
２
８
６
）
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